
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育だより 令和７年度 

９月号 

令和７年９月１９日発行（毎月19日は食育の日） 川口市立前川小学校 

米は炊くことで、私たちの主食のご飯となります。日本人の食生活には欠くことの

できない食品です。米には体や脳のエネルギー源となる炭水化物が多く、さらにたん

ぱく質や脂質、亜鉛などの無機質、ビタミン B1も含んでいます。 



 
成長期の今の過ごし方で成長ホルモンの量、骨の骨密度が変わる？自分の生活を見直し、食事をはじ

め、よりよい生活習慣について考えました。 

 

 

 

夏休みの初め７月２４日(木)に、学校保健委員会で「そしゃく力を高める献立」の親子調理実習を行いました。

噛むことは歯だけでなく、全身の健康に影響します。この機会に「よく噛んで食べる」を意識してみましょう。 

 
９月４日(木)、３年生がしょうゆ物知りはかせに来ていただいて、授業を受けました。和食には欠かせない、

しょうゆの材料や作り方（発酵だけでも６か月はかかるそうです）、香り、色、そして味について、たくさん
のことを教えていただき、もろみや生しょうゆの味見も体験できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サマースクールの食育 

 
養護教諭から「いい歯のまもり方」を教えてもらい、栄養教諭から「歯にくっつかない」「糖分が少

ない」などの歯にいいおやつの選び方や、「だらだら食べない」「よくかむ」などのおやつの食べ方、選

び方を勉強しました。 

第 1 回 学校保健委員会 

自分の味付けより薄くても素材の味がわ
かっておいしいと気付きました。子供にい
つも言っていることを一緒に勉強できてよ
かったです。（３年保護者） 

歯をきたえることで頭もよくなるんだなと
思いました。すごかったです。（３年児童） 

サマースクールの食育 

骨量は２０代でピークになります。１０

代のうちにカルシウム・たんぱく質を

しっかり摂って骨量を増やそう。 

成長ホルモン、たくさん
出るのはどんな時？ 


